





― on Rinzo Shina’s Akai-Kodokusha ―
Makoto Tachio
Abstract
The pupose of this paper is to analyze how to describe “death” 
and “crisis” on Rinzo Shina’s Akai-Kodokusha. Rinzo Shina, one of 
the most famous novelists in the post Pacific War periods, published 
this novel in April, 1951. Many critics have regarded it as a failure, 
but if we take into consideration his philosophical perspective 
around 1950; for example, the effect of Karl Barth’s philosophy, we 
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と関係がない」と記している。
20）	 椎名麟三「バルトの芸術論」（『指』1951.7）
21）	 尾西康文「椎名麟三・赤岩栄・菅円吉―カール・バルト倫理学講義からの
影響」。なお本稿における『ローマ書講解』の引用は、『ローマ書講解』上下巻
（小川圭治・岩波哲男訳、平凡社、2001.6、2001.7）を参照した。
22）	 小林孝吉前掲書
23）	『ローマ書講解』第五章「夜明け」においてバルトは、「ある人間が「キリスト
において」あるならば、かれは、新しい、和解させられた、贖われた被造物で
ある」と記すとともに、キリストの復活自体は「非歴史的なもの」と断じている。
24）	「いまよりしてもはや時なかるべし」（『指』1951.4）では、ドストエフスキー
『悪霊』の登場人物キリーロフが語る「死というものはまるでありやしない」と
いう言葉が引用された後、「たしかに非常に的確な思想だ。もし死というもの
が僕にあるなら、僕は僕の死体を現実的に見ることが出来るはずだから」と記
されている。即ちここでは、人間が自身の〈死〉を見ることも経験することも
できない―だからこそ人間は〈死〉を超克し得ない―ことが示唆されてい
るのである。既に多くの椎名論で指摘されているが、こうした椎名の言説の
背後にバルトも影響を受けたキルケゴール『死に至る病』を見出すことは容易
であろう。
25）	『自由の彼方で』は『新潮』1953年1月号に第一部、同年9月号に第二部、翌
年2月号に第三部がそれぞれ掲載され、全三部を併せたものとして1954年3月、
講談社より創作集『自由の彼方で』が刊行された。
26）	 創作集『自由の彼方で』「あとがき」
※	本稿における椎名麟三のテクストの引用は、『椎名麟三全集』（冬樹社、1970.6– 
1979.10）に拠った。
